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きGeoGebra内部の処理では、 は第 ₁ 変数、 は第 ₂ 変数以外の意味を持た
ないので、以後、 や を用いる数式は、GeoGebraにとっての第 ₁ 変数 と
第 ₂ 変数 で記述する必要があることに注意されたい。また、グラフの実部
は の領域に集中しているので、空間図形ウィンドウの設定メニューから
［フィットするようにズーム］を選べば、実数範囲を自動的に判断して 領
 2） は、小数点以下 ₂ 桁までのすべての実数を意味する。
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も数値オブジェクト のプロパティから範囲や増分を、例えば最小値 ₀ 、最












































ついて ₂ 変数陽関数では記述できないので媒介変数表示を行う。ただし、 軸
方向の座標を記述する第 ₂ 媒介変数として、 を使いたいところだが、既に
関数名として使ってしまったため、ここでは空いている文字変数である を
仮に採用した。
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ここで用いたSurface関数は ₉ 個の引数を持ち、左から順に 成分の媒介変数
表記、 成分の媒介変数表記、 成分の媒介変数表記、第 ₁ 媒介変数名、第 ₁
媒介変数の最小値、第 ₁ 媒介変数の最大値、第 ₂ 媒介変数名、第 ₂ 媒介変数の




























効用関数とする。効用を とするとき、陰関数 は ₃ 財の場
合の無差別空間を与える。これを正射影 によって、 ₃ 次
元空間に投影したものは GeoGebra の空間図形で描画できる。ただし、
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そして、 を各財の単価とし、 を予算とする。予算空間











そして、利得行列はそれぞれ ₂ × ₂ 行列となり、利得関数は関数値を 軸方







される。行列積は、GeoGebraでは で得られるが、 ₃ 行列の積が上手く
いかないので、本稿では長くなるが成分を用いて直接記述した。
図 5 ： 3 財の無差別曲面と予算平面
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Research on Application of Dynamic Geometry Software 
to Economics Education
 Yoshiyuki Nakagawa＊・Koji Kamakari†
ABSTRACT
In this research note, we introduce a dynamic geometry software 
“GeoGebra” and give some examples for economics education.　
Dynamic geometry softwares are often used in education of mathematics, 
natural sciences and engineering to explain concepts described by 
multivariate functions.　Economics often uses concepts described by 
multivariate functions, too.　But among economists in this country, 
dynamic geometry softwares are not well known.　We wrote this 
research note to promote the popularization of dynamic geometry 
software in economics education.
Keywords： Dynamic geometry software; Geogebra; economics education.
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